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図1　相談受付件数の年度推移
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１ 相談状況（図１） 

平成 21 年度に受け付けた相談件数は、実件数 

1,278 件、延べ件数は 3,571 件でした。

旧子どもアシストセンター1（以下「旧アシ 

スト」といいます）との前年度比では、実件数で 

約 1.7 倍、延べ件数で約 1.2 倍に増加しています 

（旧アシスト 実件数 764 件、延べ件数 2,950 件）。 

この件数の中には、相談者に他機関を紹介した 

ものや、相談者の同意を得て学校や関係機関等に 

働きかけるなど調整活動を行った件数も含まれて 

います。 

 

 (1) 月別相談受付状況（図２） 

   最も多く相談が寄せられたのは、開設した４月です。これは、開設時の広報活動2により市内

の子どもたちを中心に広く周知を行ったためだと考えられます。 

カードを配布した月に子どもたちからの相談が急増する傾向（平成 20 年度では 10 月）は旧

アシストと同様ですが、今回は配布対象を全児童生徒に拡大したため、より多くの相談が寄せ

られたと思われます。 

 年間を通じては、５～７月ころと 10～11 月ころに相談が多く、夏休みや冬休みのある月の

件数は比較的少なくなっていますが、これも旧アシストと同様の傾向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            
1 旧子どもアシストセンター 
平成 20 年度まで札幌市子ども未来局に設置されていた機関であり、前身は、昭和 33 年 7 月の北海道大博覧会開催期間中、青少年の

非行増加が予想され設置された「札幌市青少年補導センター」です。思春期の子どもや保護者からさまざまな相談を受けており、開設

時間は、月～金の 9：00～17：00 でした。 
2 広報活動 
 開設時の広報については、ｐ.24 を参照ください。なお、旧アシストでは限られた学年にカードを配布していました（年度によって

異なりますが、小４と中 1、中学生のみ、など）。
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図2　月別相談受付件数
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6Ⅱ 相談活動

(2) 相談方法の内訳（図３、図４） 

図３のとおり、初回相談で最も多いのは、電話相談（908 件）で 71.0％を占めます。電話

による相談は延べ件数でみても 1,649 件で、前年度比で 2倍以上に増えました（旧アシスト775

件）。 

この機関の特色ともいえるメール相談は、延べ件数でみた場合に 1,778 件で全体の約半数

を占めますが、これは相談内容を把握するためにやり取りを重ねることが多いためだと思わ

れます。 

なお、相談方法は、電話から面談へ、またメールから電話等へと移行することがあります。 

(3) 相談者3について（図５、図６） 

母親と子どもからの相談が大半を占め、両者を合わせると実件数の 92.1％を占めます。 

旧アシストと比べると、母親からの相談の伸びが顕著で、約 2倍に増加しました（図５）。

延べ件数でみた場合には子どもからが全体の 54.1％を占めますが（図６）、これは、子ど

もからの相談の多くがメールによるものであり、回数を重ねることが多いためだと考えられ

ます。 

3
 相談者

相談をしてきた人のことをいいます。

※相談者が複数の場合があるため、合計は、相談件数に一致しない（図６）。 

図3　初回相談の内訳
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図6　相談者（延べ）の内訳
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図5　相談者別件数の年度比較
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 (4) 相談者「子ども本人」の内訳（図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、延べ件数でみた場合には、メール相談を重ねることの多い中学生（996 件、51.3％）

が最も多くなり、次いで小学生（372 件、19.2％）、高校生（332 件、17.1％）と続きます。 

 

延べ件数全体における相談者と相談方法のクロス集計は、下表のとおりです。延べ件数全

体では、子どもによるＥメール相談が最も多く（1,455 件、40.5％）、次に母親による電話相

談が多いことがわかります（1,060 件、29.5％）。 

参考：「相談者と相談方法（延べ件数）」 

区 分 子ども本人 父親 母親 親族 学校 その他 合計 

406 38 1,060 38 46 61 1,649
電 話 

11.3% 1.1% 29.5% 1.1% 1.3% 1.7% 45.9%

79 11 50 5 3 11 159
面 談 

2.2% 0.3% 1.4% 0.1% 0.1% 0.3% 4.4%

1,455 12 295 4 0 12 1,778
E メール 

40.5% 0.3% 8.2% 0.1% 0.0% 0.3% 49.5%

1 0 4 0 0 0 5
その他 

0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

1,941 61 1,409 47 49 84 3,591
合 計 

54.1% 1.7% 39.2% 1.3% 1.4% 2.3% 100.0%

 

 

 

 

※相談者が複数の場合があるため、合計は、相談件数に一致しない。 

図7　相談者「子ども本人」（計562件）の内訳
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小学生と中学生からは、ほぼ同数の相

談が寄せられています（小学生 189 件

33.6％、中学生 205 件 36.5％）。 

小学生からの相談は、旧アシストに比

べて件数自体の増加が顕著です（旧アシス

ト 31 件 件数比 6.1 倍）。 

なお、小学生からの初回相談 189 件の

うち、電話相談が 151 件と 79.9％を占め

ていることをかんがみると、小学生から

の相談の増加は、フリーダイヤル回線の

導入の効果であることがうかがわれます。 
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 (5) 相談対象者4の内訳（図８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) 相談内容の内訳（図９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに 33 の細目に分けると、上位５項目は、下記のとおりです。 

子どもからの相談（1,940 件）　 　　　　　　　大人からの相談（1,631 件） 

① 友人関係 449 件（23.1％） ① 子どもと教師の関係 251 件（15.4％） 

② 親子・兄弟関係 187 件（ 9.6％） ② 不登校 221 件（13.5％） 

③ 学習・進路 170 件（ 8.8％） ③ 養育・しつけ 206 件（12.6％） 

④ いじめ 127 件（ 6.5％） ④ 友人関係 144 件（ 8.8％） 

⑤ 不登校 95 件（ 4.9％） ⑤ いじめ 93 件（ 5.7％） 

 

 

 

                            
4
 相談対象者 
相談の対象となっている子どもを指します。母親から小学生に関する相談があった場合には、「相談者」は母親となり、「相談対象

者」は小学生となります。中学生の子ども本人が自分のことについて相談してきた場合には、「相談者」は子どもとなり、「相談対象

者」は中学生となります。 

図9　相談内容内訳（延べ件数全体）
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アシストセンターでは、相談内容を「家

庭生活」、「学校生活」など８項目に分けて

います。 

  延べ件数全体で相談内容の内訳をみる

と、学校生活に関する相談が最も多く

（1,893件、53.0％）、次いで家庭生活

（636件、17.8％）、性格行動（423件、

11.8％）と続きます。 

相談の対象となった子どもの内訳をみる

と、小学生に関する相談が最も多く（520 件、

40.7％）、次いで中学生（430 件、33.6％）、

高校生（146 件、11.4％）と続きます。 

図8　相談対象者の内訳
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(7) 曜日と相談件数（図 10） 

   相談件数をみると、平日は曜日による極端な変動はなく、ほぼまんべんなく相談が寄せられ

ています。 

土曜日の相談件数は他の曜日に比べると多くありませんが、これは開設時間5が他の曜日より

短いためだと考えられます。 

しかし、面談の延べ件数（139 件）の内訳をみると、平日と土曜日の件数にさほど差はあり

ません（月曜日 22 件、火曜日 18 件、水曜日 31 件、木曜日 25 件、金曜日 25 件、土曜日 18 件）。 

このことから、土曜日は開設時間が短いながらも、学校や仕事などで平日に来づらい相談

者にとっては、来談しやすい曜日だといえるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 電話相談の時間帯（図 11） 

   子ども・大人双方から電話相談が多い時間帯は、13～16 時です。 

次に多い時間帯としては、大人からは午前中、子どもは学校から帰ってきてから（17 時以降）

となっています。 

 相談時間を夜 20 時までとしたことは、とくに子どもにとって有効だったといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            
5
 開設時間 
月～金曜日の開設時間は午前 10 時～夜 20 時、土曜日は午前 10 時～昼 15 時となっています。 

図11　電話相談の時間帯
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図10　曜日別相談件数の比較（延べ件数）
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(9) 虐待通告 

   通常の相談においては、守秘義務により、相談者の同意なく関係機関に連絡したり情報提供

を行うことはありませんが、虐待が疑われるケースについて相談を受けたときには、児童虐待

の防止等に関する法律第６条6に基づき、管轄の児童相談所に通告しています。 

   平成 21 年度は、７件について、児童相談所に虐待通告を行いました。 

 

(10) その他 

   相談件数として計上はしていませんが、子ども専用フリーダイヤル電話には、無言電話やい

たずら電話が 892 件あります。かけてきたのは、ほとんどが子どもであると思われますが、中

には、相談をためらっていたり、相談員の反応を確認したいという気持ちが含まれている可能

性もあるため、慎重に対応しています。 

   メール相談に関しては、短い言葉だけのものも多く、限られた情報だけしかないため対応が

難しい面がありますが、明らかにいたずらだとわかるものはほとんどないため、たとえいたず

らと思われるような内容であっても、できるだけ速やかに、必ず返信しています。このことが

子どもたちにとって安心感となり、相談につながるものと考えています。 

 

   

 

本章の冒頭で述べたように、アシストセンターに寄せられる相談は実質的に増加しました。 

上記の（7）や（8）で述べたように、土曜日や夜間の開設についてはニーズにかなった相談体制

であると考えています。また、子ども専用フリーダイヤル回線の導入についても、小学生からの相

談の増加という結果が表れており、相談しやすさの一助となっていることがうかがえます。 

いずれの相談もその内容は多岐にわたっており、幅広く子どもや保護者の声に耳を傾けるという

機能を一定程度果たしているものと考えています。 

実件数 1,278 件のうち、34.0％の 434 件が 2回以上の継続相談となり、中には 150 回の相談を重

ねたケースもありました。 

どのような相談が寄せられているのか、次ページ以降では、その一部をご紹介させていただきま

す。 

 

                            
6
 児童虐待の防止等に関する法律 第 6 条（抜粋） 
児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所又

は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しなければならない。 

2 前項の規定による通告は、児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）第二十五条の規定による通告とみなして、同法の規定を適

用する。 

3 刑法（明治四十年法律第四十五号）の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、第一項の規定による通告をする義

務の遵守を妨げるものと解釈してはならない。  
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２ 相談事例の紹介           ※プライバシーを守るため、事例は加工して掲載しています。 

№ 

相談者 

対象の子ども 

相談項目 

相 談 の 概 要 

1 

本人 

小学生 

親子関係 

親が自分の相手をしてくれない。「話を聞いて」と言ったら、「聞いて

るでしょ」と言われてしまった。忙しいのはわかるが、もう少し話を聞

いてもらいたいとの相談でした。 

傾聴しながら、親にどうやって気持を伝えていくか一緒に考えました。

2 

本人 

中学生 

親子関係 

テストの点数が悪くて保護者に叱られたという相談に始まり、その後、

学校生活のもめごとや、生きることが辛いとの訴えが数回続きました。 

その都度、傾聴・共感しながら、自分を責め過ぎないように伝えてい

ます。 

3 

本人 

中学生 

友人関係 

中学に進学したが、小学生の頃の仲良しの子ともクラスが離れ、これ

から友達ができるのか、クラスになじめるのか心配という相談でした。 

同じクラスに話しかけてくれた子が一人いたことから、少し勇気を出

してその子に話しかけることを勧めた結果、新しい友達ができたという

報告があり、相談を終了しました。 

4 

本人 

中学生 

体の変化 

風邪が治りづらいという相談が最初にあり、その後体の変化やあちこ

ちの不調について訴えてきています。気になると我慢ができなくなるよ

うで、頻繁に相談が寄せられています。 

内容的には本人の生活習慣の改善で解決できるものが多いので、本人

に気付かせることを大事にしながら、相談を受けています。 

5 

保護者 

小学生 

養育・しつけ 

親の財布からお金をたびたび抜いている。追及してもなかなか素直に

認めない。親として当惑し、どう関わってよいかわからないとの相談で

した。 

気持を傾聴しつつ、子どもとの向き合い方をアドバイスしました。 

6 

保護者 

中学生 

不登校 

不登校で昼夜逆転の子どもへの関わり方についての相談でした。 

引きこもっているというが、ゴミ出しの手伝いや少しだが話もすると

いうので、閉じこもってしまわないよう、学校との連絡や友だちとのつ

ながりを切らないようにすることを勧めました。 

7 

保護者 

小学生 

発達障がい 

子どもが低学年の頃から友達がおらず一人でいることが多い、仲間遊

びや発表会の踊りなどがうまくできないという相談でした。 

日ごろの接し方、声かけの方法などを中心に話し合いながら、相談を

継続しています。 

8 

保護者 

中学生 

その他 

子どもが自分の名前をインターネットで検索したら、２チャンネルの

掲示板に誹謗中傷の書き込みがあり、ショックを受けている。書き込み

があった頃は学校でも陰口を言われて悩んでいた時期であるが、誰が書

き込んだのかわからない恐怖があるとの訴えでした。 

傾聴・共感し、書き込みを削除する方法をアドバイスしました。 
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